
霊『ドミトリーともきんす』

の住人牧野富太郎

会期：2015年

4／18◎～5／31◎
●開園時間：午前9時～午後5時（ただし、企画展は午前9時30分～午後4時30分）

●入場無料

●園芸相談：午前9時30分～12時30分、午後1時30分～4時30分

●休館日：毎週火曜日（ただし、5月5日は開館し、7日は休館）、年末年始

●所在地：練馬区東大泉6－34－4

●企画展についてのお問い合わせ先：TELO3－6904－6403　FAX03－6904－6404

脚★巌車場はございません

■西武池袋線
大泉学園駅下車（南口）徒歩5分

■JR中央線、西武新宿線から
パスでr学芸大付属前J下車、徒歩3分

主なノでス経路

●荻窪駅／上井草駅から、西武パスr長久保行」

●西荻窪駅／上石神井駅から、西武パス、
関乗パスr大泉挙国駅行j

●吉祥寺駅／武蔵開駅から、西武パスr新座栄行J
r都民農園セコニック行」他

森岳畠宣教海産念庭園記念館
牧野記念庭園は文化庁登録記念物（遺跡および名勝地）です
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企画展内容

リンボク

牧野喜太郎筆1881（明治14）年9月

ヽl‾　　　　■‾

高野文子（たかのふみこ）
漫画家。1957年生まれ。1979年商業誌デビュー。

2003年「黄色い本－ジャックチポーという名の友人－」で

手塚治虫文化賞マンガ大賞受賞。2014年刊行の

『ドミトリーともきんす』は漫画でありながら読書

案内の役目もするユニークな一冊として話題になる。

◎高野文子

牧野富太郎（1862－1957）は大の植物好きで、一人裏山で草木と遊ぶ少年

だったといいます。富太郎は10歳頃から寺子屋で学び、その旺盛な知的好奇

心から様々な学問を習得していきました。その中でも、特に植物に興味を持

った富太郎は、明治14（1881）年から何年にもわたり、土佐の植物を採集し

て回りました。そのようにして、土佐の豊かな自然を師として独学で植物学

を学び、植物分類学の基礎を築いてきました。

本展では、高野文子作・漫画『ドミトリーともきんす』に登場する

「マキノ君」の原画展示とともに、作中で描かれた看年時代の富太郎にスポ

ットを当てます。富太郎の土佐におけるフィールドワークの足跡『土佐幡多

郡采膜草木図帖』など明治10年代の研究資料をご紹介します。

『ドミトリーともきんす』とは…

湯川秀樹、朝永振一郎、中谷宇吉郎、そして牧野富太郎。
この4人の科学者が、もしも一軒の学生寮に集っていたら…。

高野文子が漫画の中に措いた、空想上のドミトリー。

関連イベント

ともきんすの中のマキノ君のこと
【講師】高野文子氏（漫画家）
【日時】2015年5月10日（日）
午後2時～3時30分

【参加】無料
【定員】28名

【申込】事前申込制（抽選）
【場所】練馬区立牧野記念庭園講習室

講演会申込方法

郵便往復はがきの往信用裏面に郵便番号・住所・氏名・電話番号・イベント名を、返信用表面
に郵便番号・住所・氏名を明記して、「4月30日（木）（必着）」までにお申し込みください

（〒178－0063東京都練馬区東大泉6－34－4　練馬区立牧野記念庭園記念館）。

※講座の対象は区内在住・在勤（在学）の方です。区内在住でない方は勤務先や学校の住所を

記入してください。お申込みは一人一過に限ります。

ギャラリー・トーク
学芸員による展示解説

【日時】2015年4月29日（水・祝）、5月17日（日）
いずれも午後2時30分よリ20分程度

【参加】無料
【定員】20名（先着順）

【場所】練馬区立牧野記念庭園記念館企画展示室‾忘＿三三三三＿
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